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   独自思考をする覚悟

　世界は革新を求めている。それは、新型の装置、新規
な方法や斬新な発想を社会に導入することへの期待であ
る。
　革新先進国として先ずイギリスが挙げられるが、それ
は何故であろうか？
　革新への期待は、独自な思考を持とうとする心に萌え
出づるものであり、類似に満ち溢れた社会において急速
に蔓延する現象である。国際空港、ヒルトンホテル、車
両、道路、テレビ、コンピュータ、スポーツ、都市化等々
の国際的な類型化によって、自分が何処に居るかすら、
朝の目覚めに見失うことを経験したことがあるだろう。
一方、イギリス国民には多くの“奇人変人”が居ると言
われている。それは大衆観念に従わない人々の存在を指
しているのである。奇行とか奇癖は、慣習的な常識から
の単なる逸脱に過ぎないので、それを適切に教化さえす
れば革新へと昇華され得る重要な特質なのである。
　科学と、科学社会とは、新発見によってのみ進歩する
ことができる。そして、新発見は明敏な観察によっての
み可能となる。アメリカの偉大な海洋学者 William
Beebe (1877-1962) は、発見の在るべき実態として、
Beebe自身による新発見の経験を基に「万人と同様に観
察して、先人の思考ざるところを看破する」と表現して
いる。
　Alexander Fleming 卿が黴の殺菌作用を観察する以前
にも、多くの先人の観察があったはずである。これこそ、
抗生物質に関する科学を開いた革新的な発見の好例であ
ろう。　
　ここで、我々の社会において如何にして革新は育成さ
れるのであろう？それには、革新を志す者は「独自思考
をする覚悟」が必要となる。真に独創性ある着想の持ち
主ならば、体制派の支配する社会において少数派の立場
に甘んじなければならない。この立場では、独自思考す
ることに大いなる勇気が必要となるのである。その革新
的な思考は、間違っているかもしれないし、正しいかも
しれない。そこで、思考の正否を証明することの困難を
悟ることになる。そして、思考の確証のためには、先輩
科学者の助けを求めざるを得なくなる。これこそが、独
自思考をする“覚悟”が必要な所以であり、個人的な勇
気を必要とするのである。しかし、思考内容が正しけれ
ば、提起された革新は、自国民にとっても、自国以外の
人類にとっても、大いなる利益を齎すことになるでろ
う。
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　若年であるほど革新的であることが容易である。何故
ならば、歳を重ねるほど既成概念に捕らわれるからであ
る。ここで、独自思考を決意したからとて、反体制的に
なる必要はない。しかし、我々の存在を支配している根
幹でさえも探求できるほどの純真な眼力をもって、周囲
の自然を観察しなければならない。革新的な思考によっ
て最近提示されている疑問に、次に示したものがある：
　蜘蛛の巣は何故頑丈なのか？フジツボを滑り易い岩に
付着させているのは何か？滑らかな天井に蝿が逆さまに
留まれるのは如何してか？これらすべての単純な疑問が
技術の進歩を導くのである。自然に存在する多くの特性
の背後には、諸君の革新的な思考を待ち望んでいる重要
な過程が存在しているのである！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳　關  文威）


